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ソフトターゲットにおける
テロ対策の考え方

左近　美佐子
Misako Sakon

ナスクインターナショナル株式会社　代表取締役

9.11 以降テロの手法は、駅や空港、スポー
ツ観戦やコンサートなどのイベント、ショッ
ピングモールなど不特定多数の人達が集まる
場所で、一般市民を巻き込む自爆テロや銃乱
射に大幅にシフトしました。すなわち一般人
が集まる場所が狙われるケースが増えてきて
います。
このように多くの人たちの生活空間の事を
ソフトターゲットといいます。それに対して、
ハードターゲットとは、警備や警戒が厳重な
ために攻撃が困難な人や場所を指します。空
港での保安区域や、軍事施設が相当します。
ハードターゲットでは、危険物を確実に検
知できることに重点を置いた検査機器が導入
されます。しかし、ソフトターゲットでは、
むやみにセキュリティを強化すると長い人の
列を作ってしまい利便性を損なってしまいま
す。そこでは安全性と利便性を兼ね備えるこ
とが必要です。
この新たな状況に対応するために、ソフト
ターゲットに対する新たなセキュリティの考
え方の確立が緊急の課題と思われます。
自爆テロは、計画が発覚すれば 2度目の
チャンスがないため、爆発物を検知される可

能性がある場所は避けます。対象となるエリ
アをテロリストにとって発覚のリスクがある
場所とすれば、テロの確率は減ります。すな
わち、対象となるエリアにいる人の全てに検
査を受けさせる、あるいは受ける可能性を持
たせ、化学センサー、X線、ミリ波等による
爆発物の検査を実施する必要があります。ま
た検査による滞留ができた場合は、検査を簡
略化してでもスループットを維持し、必要に
よってはランダムにピックアップすること
で、全員が検査を受ける可能性を残すことが
重要です。検査を受ける可能性を残す手段と
して、ポップアップセキュリティー、ピック
アップスクリーニングという運用方法が海外
では導入されています。
このようにソフトターゲット向けという新
たなセキュリティエリアの創出には、ハード
ターゲットのセキュリティとは全く違う考え
方を導入しないとスループットは保てませ
ん。薄く、広く、全員をスクリーニングする
事が重要で、いかにスループットを保ちなが
ら全員をスクリーニングするか、ソフトター
ゲットに対する新たなセキュリティの考え方
と運用方法が求められています。


